
奥入瀬川下流
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奥入瀬川河口



床
とこ

固
がた

め工
こう

河
か

床
しょう

の低
てい

下
か

を防
ふせ

ぎ、山
やま

がくずれな

いようにするための河
か

川
せん

構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

床固め工の上
じょう

流
りゅう

部
ぶ

河
か

床
しょう

の低
てい

下
か

もなく、浸
しん

食
しょく

を防
いでいるようすがよくわかる。
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蔦
つ た

川
が わ

のようす

上
じょう

流
りゅう

部
ぶ

の川
かわ

なので瀬
せ

がよく見
み

える蔦
つた

川
が わ

本
ほ ん

川
せ ん



蔦
つた

川
が わ

の支
し

川
せ ん

産卵床をつくった箇
か

所
しょ

の上
じょう

流
りゅう

部
ぶ

産
さん

卵
らん

床
しょう

をつくった渓
けい

流
りゅう

産卵床をつくる前
まえ

のようす
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奥
お い ら せ

入瀬川
が わ

にはどんな魚
さかな

がいるのかな

サ　ケ
　奥

お い ら せ

入瀬川
がわ

では 3000万
まん

尾
び

の稚
ち

魚
ぎょ

を放
ほう

流
りゅう

しており、4年
ねん

後
ご

には、海
うみ

で大きく成
せい

長
ちょう

した10万
まん

尾
び

も

の親
おや

サケが帰
かえ

ってきます。

メス 65cm前後

オス  65cm前後

イワナの仲
なか

間
ま

　イワナには一
いっ

生
しょう

を川の上
じょう

流
りゅう

部
ぶ

で生
せい

活
かつ

するグループと、サケのように海におりて大きく成長
して川に帰ってくるグループがいます。このうち海におりるものをアメマスとよんでいます。
　一生を川の上流部で生活するイワナは、白

しろ

と黄
き

色
いろ

やだいだい色
いろ

の小
ちい

さな斑
はん

点
てん

があります。

また、アメマスは体
からだ

に大きな白い斑
はん

点
てん

だけがあります。海におりたアメマスは7～8年で
70cmにまで成長します。

イワナ 20～30cm

アメマス 最大70cm

10頁～17頁までは、青森県産業技術センター 内水面研究所から提供された資料に基づいて作成したものです。10

※大きさは、親
おや

のおおよそのサイズです。



ヤマメとサクラマス
　ヤマメとサクラマスは同じ種類の魚です。一生を川の上流で生活するグループをヤマメと
呼び、生まれてから 1年半後の春に海に降り、翌年の春に大きく成長して川に帰ってくるグ
ループをサクラマスと呼びます。ヤマメには小

こ

判
ばん

型
がた

のもようがありますが、サクラマスは全
ぜん

体
たい

的
てき

に銀
ぎん

色
いろ

で小判型のもようは見
み

えません。メスは海におりるグループ（サクラマス）にな
りやすく、オスは河

か

川
せん

に残
のこ

るグループ（ヤマメ）になりやすいことがわかっています。

ヤマメ 20～30cm
サクラマス 約60cm

ウグイ 30cm前後 マルタウグイ 30～40cm
ウグイとマルタウグイ

　ウグイは、川の上流から下
か

流
りゅう

まで全
ぜん

域
いき

で生
せい

活
かつ

し、海におりるグループもいます。ウグイと
マルタウグイは、春の産

さん

卵
らん

期
き

には上
うえ

の写
しゃ

真
しん

のような婚
こん

姻
いん

色
しょく

がつき、簡
かん

単
たん

に見
み

分
わ

けられますが、

それ以
い

外
がい

の時
とき

は見分けるのが難
むずか

しいかもしれません。

奥
お い ら せ

入瀬川
がわ

の魚
さかな

　この他
ほか

に奥入瀬川には、ウアナギ、ヤツメウナギ、アブラハヤ、ニゴイ、ドジョウ、シマ
ドジョウ、ヌマチチブ、ウキゴリなど多

おお

くの種
しゅ

類
るい

の魚
さかな

が生活しています。
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フナ 10～20cm

ウナギ 70～100cm

コイ 約60cm

カジカ 15cm前後

カワヤツメ（幼魚）50cm前後
アユ 10～30cm



　上
じょうりゅう

流
　上流は、流

なが

れが速
はや

く、水
みず

がきれい

で、川
かわ

底
ぞこ

は岩
いわ

や大きな石
いし

、小
こ

石
いし

が多
おお

くなっています。岸
きし

には木
き

が生
お

いし

げり、日
ひ

かげになっているところが

多く、夏
なつ

でも水
すい

温
おん

が高
たか

くなりません。

　中
ちゅうりゅう

流
　中流では、川

かわ

幅
はば

は広
ひろ

くなり、流れ
もゆるやかになります。川底は、丸

まる

くなった石や砂
すな

などが多くなってい
ます。岸には、木や草

くさ

が生
は

えていま

すが、川にはお日
ひ

様
さま

があたり、夏の
水温は上流から流れてくる間

あいだ

にあた

ためられて、少
すこ

しずつ高くなります。

上
じょう

流
りゅう

中
ちゅう

流
りゅう

下
か

流
りゅう

河
か

口
こう

上　　流

水
すい

温
おん

が低
ひく

い

水温が高
たか

い

きれい

にごる

流
なが

れが速
はや

い

流れが遅
おそ

い

下　　流
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川の上
じょうりゅう

流 ・中
ちゅうりゅう

流 ・下
か

流
りゅう

のようす

　下
か り ゅ う

流
　下流では、水がややにごり、川幅は中流よりも広くなり、流れもさらにゆるやかになります。
川底は、砂やどろなどが多くなっています。岸には、木や草が生えていますが、夏の水温は、
流れてくる間にあたためられて中流より高くなります。



　魚
さかな

は川のどこにすんでいるのかな
　川の水

すい

温
おん

や流
なが

れの速
はや

さ、川
かわ

底
ぞこ

のようす、水
みず

のきれいさなどの環
かん

境
きょう

は、上
じょう

流
りゅう

から下
か

流
りゅう

までの間
あいだ

に

様
さま

々
ざま

に変
へん

化
か

しています。魚たちは川の中で自
じ

分
ぶん

たちの生
せい

活
かつ

に合
あ

う場
ば

所
しょ

を中
ちゅう

心
しん

に生活していますが、
いつも同

おな

じ場所にいるのではなく、良
よ

い産
さん

卵
らん

場
ば

所
しょ

やエサが多
おお

い場所などを求
もと

めて、川の中を引
ひ

っ

越
こ

しながら生活しています。

イワナ、ヤマメは秋
あき

に上流で産卵し、上流～中
ちゅう

流
りゅう

で成
せい

長します。親
おや

は産卵のために上流へ向
む

か

います。

ウグイは春に中流で産卵、上流～下流で成長、
もしくは海で成長します。産卵のために親は中
流へ向かいます。

アメマス、サクラマスは上流で産卵、上流～中
流で成長し、海にくだってさらに成長します。
親は産卵のために上流へ向かいます。

コイ、フナ、ナマズは川の下流、田んぼ、池
いけ

で

産卵し、下流や田んぼ、池
いけ

で成長します。

アユは秋に中流～下流で産卵、稚
ち

魚
ぎょ

は海にくだっ
て成長します。春

はる

には川にのぼり、さらに成長し
ます。
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イワナ・ヤマメ

ア ユ

ウ グ イ

アメマス・サクラマス

コイ・フナ・ナマズ

人たちが引っ越し

するみたいに、ぼくらも

引っ越しするよ！


